
本地区は、先の大戦中に米軍により、｢ボーローポイント飛行場｣
が構築され、戦後も引き続き米軍基地として使用され、昭和51年
9月に返還され、土地改良総合整備事業（昭和58年度～平成4年度）
で、ほ場整備された地区である。

１）受益面積 ５０．７ha
２）受益者 ２４２人
３）主要工事 幹線管水路２，０３６ｍ、

支線管水路４，９６３ｍ、
スプリンクラー４０２個、
給水栓３１箇所、
給水所１箇所

４）総事業費 5億１，８００万円
５）工　　　期 平成６～１１年度
６）関連事業 県営かんがい排水事業長浜地区（280ha）

土地改良総合整備事業浜屋地区（13.9ha）
土地改良総合整備事業宇座地区（25.4ha）
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

ｈａ
　読谷村は、村づくりの柱に農業を据え、農業立村を目差してい 　作　物 平成８年度平成１１年平成１７年

る。農業振興の基盤である農地の整備に積極的で、昭和５１年 サトウキビ 37.6 33.6 27.2

からほ場整備事業を開始し計画的に整備を進めてきた。さらに 紅イモ 2.6 4.5 5.3
平成７年度供用の長浜ダム（事業工期昭和５４年～平成10年、 キク 3.8 5.9 6.9
有効貯水量１４３万ｔ）を水源とする畑地かんがい施設整備事業 野菜・果樹 0.5 1.0 4.4
にも平成５年度から着手し、平成17年度に全地区完了し、面積 計 44.5 45.0 43.8
２８０haの優良農用地を確保している。
　宇座地区は、当地域の中核をなす地区である。

②各地区への配水施設（ファームポンド）

③末端の散水施設

《県営かんがい排水事業》

①水源の長浜ダム

宇座の作付面積変遷

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成８年度 平成１１年 平成１７年

宇座の作付率変遷

野菜・果樹

キク

紅イモ

サトウキビ

長浜ダム受益地全景

長浜ダム

宇座地区

①作付け面積の変化
　　　サトウキビが減少し、紅芋、キク、野菜・果樹が増加した。

②施設園芸（キク、切花、パパイヤ、その他野菜）が大幅に増
  加 した。

③労働時間及び機械経費 平張ハウス内でのキク栽培
　　　作付体系がサトウキビからキクへ、露地のキクから施設の
　　キクに移行した。また、さとうきびから紅芋に移行していると考えられる。具体的には、下記の生産農家
    の畑地かんがい事業に対する評価を参照。

地区空中写真

生産農家の畑地かんがい事業に対する評価


